
津
波
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
箇

所
を
歩
い
て
、
状
況
把
握
に
努

め
ま
し
た
。
災
害
対
策
本
部
と

な
っ
て
い
た
宮
古
駅
に
停
車
す

る
電
車
の
中
で
、
望
月
社
長
は

「
落
ち
込
ん
で
い
る
暇
は
な
い
。

で
き
る
所
か
ら
、
一
刻
も
早
く

列
車
を
走
ら
せ
る
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。

　
施
設
の
点
検
・
復
旧
や
余
震

の
可
能
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社
員

や
関
係
者
の
懸
命
の
作
業
に
よ

り
、
安
全
を
確
認
。
発
災
か
ら

わ
ず
か
5
日
後
の
３
月
16
日
、

久
慈
～
陸
中
野
田
間
の
運
行
を

再
開
し
ま
し
た
。
20
日
に
は
宮

古
～
田
老
間
、
29
日
に
は
田
老

～
小
本
間（
現 

岩
泉
小
本
）も

運
行
を
再
開
。
３
月
中
は
無
料

で
運
行
さ
れ
、
被
災
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
陸
鉄
道
の
運
行
再
開
は
、

復
興
の
象
徴
と
し
て
、
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
・

世
界
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
に
は
、

自
衛
隊
が
南
リ
ア
ス
線
の
が
れ

き
撤
去
を
実
施
。
ク
ウ
ェ
ー
ト

国
か
ら
も
大
き
な
支
援
が
寄
せ

ら
れ
、
新
車
両
購
入
や
駅
の
復

旧
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
地
域

住
民
も
駅
舎
の
清
掃
や
草
取
り
、

ペ
ン
キ
塗
り
、
除
雪
な
ど
を
行

い
、
三
陸
鉄
道
の
復
活
を
応
援

し
ま
し
た
。

　
国
の
支
援
も
決
定
し
、
11
月

３
日
に
は
、
田
野
畑
～
陸
中
野

田
間
の
復
旧
工
事
の
起
工
式
を

挙
行
。
平
成
24
年
４
月
に
は
、

同
区
間
の
運
転
が
再
開
さ
れ
、

被
害
が
大
き
か
っ
た
南
リ
ア
ス

線
も
平
成
25
年
４
月
に
盛
～
吉

浜
間
が
運
転
再
開
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
６
日
、
三
陸

鉄
道
は
約
３
年
１
カ
月
ぶ
り
に

全
線
開
通
。
当
日
、
久
慈
駅
に

は
多
く
の
市
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン

が
訪
れ
、
万
歳
三
唱
で
運
行
再

開
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

被
災
か
ら

奇
跡
の
復
活

　

東
日
本
大
震
災
で
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
三
陸
鉄
道
。
わ
ず
か

５
日
後
に
、
久
慈
～
陸
中
野
田
間
の
運
行
を
再
開
し
、
被
災
地
の
住

民
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。
復
興
の
象
徴
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
、
全
線
開
通
と
奇
跡
の
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。

ジモト学のススメ　三陸鉄道

９ ８

線路にがれきが散乱する田老駅周辺
（平成23年３月13日撮影）

橋が崩落し線路が分断された島越駅周辺
（平成23年４月23日撮影）

トンネルまで続く線路が分断された島越駅周辺
（平成23年３月13日撮影）

運行を再開し、住民に希望を与えた三陸鉄道
（田老駅周辺：平成23年４月23日撮影）

平
成
23
年
３
月
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
く
三
陸
鉄

道
に
最
大
の
試
練
が
訪
れ
ま
す
。

　

3
月
11
日
14
時
46
分
ご
ろ
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
最
大

震
度
6
弱
の
揺
れ
と
津
波
に
よ

り
、
三
陸
鉄
道
は
壊
滅
的
と

も
い
え
る
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
幸
い
乗
員
・
乗
客
に
被
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
橋
や
駅

施
設
の
流
失
な
ど
、
被
害
箇
所

は
３
１
７
カ
所
。
発
災
当
初
は
、

被
害
情
報
が
分
か
ら
ず
、
望
月

正
彦
前
社
長
が
社
員
と
一
緒
に
、


